
CAR No.35 スーパーFJ

レースウィークは５月６日金曜日から走行しました。
５月６日金曜日　３本　５月７日土曜日３本と走行いたしました。

５月６日（金）　前回の走行したときの良い所を生かしきれずタイムが伸びず、タイムの速い人に聞きに行くもそればっかりは意識をし
てしまい尚且つ、慎重に走りすぎてタイムアップに繋がらずタイム５４．８６という結果になった。

５月７日（土）　前期の反省を生かし、ラインや踏んでいくポイントを確認して走行するが、１本目以降またしても走行中考えすぎて自
分自身ガッツリせめて行くというのが消極的になってしまい納得に行く走りができませんでした。

　　 タイム　５４．６９

５月８日（日）　予選ヒートは今回台数が多かった為、Ａ，Ｂグループに分かれてのヒートになりました。前半３周目に５４．５８６を出し、
その後も前車について行くも水温が上がってしまい、速度が伸びず、このときクーリングをかねて前車と離れてリズム
を崩してしまい前半のタイムから更新できませんでした。Ａグループの中で最下位でした。
タイム　５４．５８６

決勝は、後ろからのスタートということでドンドン抜いて行こうと思いガンガン行きました。スタートのコーナーまでで１台
抜き２コーナーの立ち上がりでもう１台抜き次の周のＳ字２個目でもう１台抜き、次の周のもう１台抜きその次の周の最
終コーナーでバランスを崩してしまいスピンその際、後者にＦウィングを踏まれてしまい前車に追いつけず、そのまま
ＳＣカーが入ってクリーニングの為ピットに入り、再び列に混ざるも水温が下がらず、直線スピードが２０ｋｍも落ちてし
まい、前者に追いつけないままチェッカーとなってしまいました。レース後ピット速度違反による失格となってしまいまし
た。

中村監督コメント 全体的にちぐはぐなレースウィークでした。
本人の努力と結果がかみ合わず、成績に繋がりませんでした。
次回は、良い波に乗れる様に指導します。

気合十分、挑んだ佐藤選手
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